
 

 

１．科目名（単位数） 国語（書写を含む） （2単位） 

３．科目番号 JNEL1411 

２．授業担当教員 新井 美也子 

４．授業形態 講義、演習、グループワーク、発表 ５．開講学期 春期 

６．履修条件・ 

他科目との関係 
 

７．講義概要 

 国語科教育の指導目標である言語能力の向上について、幼児・児童の発達段階を踏まえ、学習指導要領

や実際の教科書教材、絵本の分析から、実感的に把握する。どのような指導を行えば言語能力を向上させ

ていくことができるのか、具体的な教材を用いることで言語能力を高める。 

８．学習目標 

（１）国語科教育の歴史や意義を踏まえ、小学校学習指導要領国語科の目標及び内容について理解し、説

明できるようになる。 

（２）言葉の機能や教科としての国語の特質を理解し、説明できるようになる。 

９．アサイメント 

（宿題）及びレポー

ト課題 

１．アサイメント 適宜指示する。（筆ペンを用意しておく。） 

２．レポート課題 

（１） 授業における「今日の学習」等は毎回提出 

（２） 参加型絵本読み聞かせのためのパワーポイント資料 

（３） 万葉・古今・新古今の桜歌と現代桜歌の共通点に関するレポート 

（４） 俳句（毛筆清書） 

（５） 絵本・童話等の多人数参加劇のシナリオ 

（６） まとめのレポート（期末試験） 

課題の提出が遅れた場合減点対象となる。 

10．教科書・参考書・

教材 

【教科書】 

① 沖森卓也編著『図解日本語』三省堂 2022年 

【参考書】 

① 東洋館出版内閣府文部科学省厚生労働省 

『幼保連携型認定こども園教育・保育要領 幼稚園教育要領 保育所保育指針』チャイルド本社 

11．成績評価の規準と

評定の方法 

○成績評価の規準 

１ 国語（日本語）能力を高め、言葉の機能や教科としての国語の特質を理解したか。 

２ 話すこと、聞くこと、書くこと、読むことの能力を養い、伝え合う力を高めるとともに、指導者とし

てふさわしい言語能力を身につけることができたか。 

○評定の方法 

 授業態度（各授業における提出物、取り組みの積極性など） ５０点 

 レポート ３０点  

 期末試験 ２０点 

上記のほか、本学の規定に定められている３／４以上の出席が単位の条件である。 

12．受講生への 

メッセージ 

児童や幼児に言語の力を育成するためには、言語環境の整備が重要です。教師や保育士は最大の言語環

境ですから、教師や保育士を目指す皆さん自身が言語能力に磨きをかけねばなりません。そのための授業

です。目の前にいる児童や幼児に信頼され尊敬される指導者になるという自覚をもって、授業に臨んでく

ださい。 

国語の基礎・基本の理論をしっかり学ぶ中で、自分自身の読む力、聞く・話す力、書く力を向上させます。

また、様々なグループワークを通して、社会が新規採用者に最も要求している豊かな人間関係を醸成でき

るコミュニケーション能力も身に付けていきます。 

13．オフィスアワー 別途指示します。 

14．授業展開及び授業内容 

講義日程 授業内容 学習課題 

第１回 

１、オリエンテ－ション 

小学校・幼稚園・保育所の場で求められる

国語の力・言葉の力とは 

２、学習指導要領改訂のポイント 

事前学習 将来の夢についてスピーチできるようにしておく。 

事後学習 
幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園教育・保育要

領と国語科教育の関連についてまとめておく。 

第２回 

１、国語教育の歴史 

・日本語教育と国語科教育 

・第一言語と国語 

・国語に関する世論調査にみる国語の課題 

事前学習 
国語に関する世論調査から何が課題になっているかまと

めておく。 

事後学習 国語の課題について整理する。 

第３回 

１、日本語の発音や音の仕組み 

２、参加型絵本の読み聞かせ学習の概要 

（歌型・クイズ型・楽器リズム型・手遊び型

他） 

事前学習 
教科書を熟読し、音声・音韻・音節・音節構造について

概観しておく。 

事後学習 
単音と音素、音節とモーラ、特殊音素など重要語句につ

いてまとめる。 

第４回 

１、日本語のアクセントの機能・型・表記法 

２、参加型絵本読み聞かせのパワーポイント

資料作成 

事前学習 教科書を熟読し、アクセントについて概観しておく。 

事後学習 日本語のアクセントの特徴をまとめる。 

第５回 
１、文字の種類と漢字の基礎的知識 

２、パワーポイント資料による発表 
事前学習 

教科書を熟読し、文字の種類や漢字の基礎について概観

しておく。 

http://www.amazon.co.jp/s/ref=dp_byline_sr_book_1?ie=UTF8&text=%E5%86%85%E9%96%A3%E5%BA%9C%E6%96%87%E9%83%A8%E7%A7%91%E5%AD%A6%E7%9C%81%E5%8E%9A%E7%94%9F%E5%8A%B4%E5%83%8D%E7%9C%81&search-alias=books-jp&field-author=%E5%86%85%E9%96%A3%E5%BA%9C%E6%96%87%E9%83%A8%E7%A7%91%E5%AD%A6%E7%9C%81%E5%8E%9A%E7%94%9F%E5%8A%B4%E5%83%8D%E7%9C%81&sort=relevancerank


 

 

事後学習 漢字の成り立ちについて分類整理する。 

第６回 

１、万葉仮名・平仮名・片仮名 

２、万葉・古今・新古今の桜歌と現代桜歌の鑑

賞 

事前学習 
教科書を熟読し、万葉仮名、平仮名、片仮名について概

観しておく。 

事後学習 万葉仮名、平仮名、片仮名についてまとめる。 

第７回 

１、ローマ字の綴り方・現代表記の原則 

２、万葉・古今・新古今の桜歌と現代桜歌の比

較・分類 

事前学習 教科書を熟読し、ローマ字について概観しておく。 

事後学習 
ローマ字の歴史や訓令式、ヘボン式、日本式のローマ字

の特徴についてまとめる。 

第８回 

１、語や語彙の意味、語構成と造語法、語彙の

意味関係 

２、万葉・古今・新古今の桜歌と現代桜歌の共

通点 

事前学習 教科書を熟読し、語彙について概観しておく。 

事後学習 語構成と造語法についてまとめる 

第９回 
１、学校文法①「文の構造・用言」 

２、俳句鑑賞、俳句作り 

事前学習 教科書を熟読し、文の構造や用言について概観しておく。 

事後学習 品詞分類し、各品詞の性格をまとめる。 

第１０回 
１、学校文法②「自立語・付属語」 

２、互選句会の開催 

事前学習 教科書を熟読し、自立語と付属語について概観しておく。 

事後学習 自立語と付属語についてまとめる。 

第１１回 
１、正しい敬語表現１ 

２、絵本・童話を劇化するためのシナリオ作成 

事前学習 

教科書を熟読し、接遇表現について概観しておく。 

小学校学習指導要領解説国語編の「Ｃ読むこと」を読ん

でおく。 

事後学習 
敬語の種類をまとめる。 

文学作品の指導で重要な事項についてまとめる。 

第１２回 

１、正しい敬語表現２ 

２、絵本・童話を多人数参加劇にリメークした

シナリオ作成 

事前学習 
教科書を熟読し、敬語表現に対する疑問点を概観してお

く。 

事後学習 
敬語表現に対する疑問点をまとめる。 

多人数参加劇へのリメーク方法についてまとめる 

第１３回 
１、書写指導の実際 

２、書写の作品制作 

事前学習 
小学校学習指導要領解説国語編の書写に関する事項を読

んでおく。 

事後学習 
姿勢・道具の持ち方・字形・筆順等まとめる。書写の作

品を仕上げる。 

第１４回 

１、方言と共通語 

２、「書く力」「読む力」を育成していくための

指導の工夫 

事前学習 プリントを熟読し、方言と共通語に関して概観しておく。 

事後学習 
方言と共通語の課題と課題解決のための方策をまとめ

る。 

第１５回 

１、国語・書写の振り返り 

２、確認のためのレポート作成 

３、総括 

４、期末試験 

事前学習 

小学校学習指導要領「国語」・幼稚園教育要領「言葉」・

保育所保育指針「言葉」について重要な事項を読んでお

く。 

事後学習 
小学校学習指導要領「国語」・幼稚園教育要領「言葉」・

保育所保育指針「言葉」に沿って学習を振り返る。 

期末試験  

 


